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くださいな、千歳飴 ＝春日児童公園で写す＝

十
一
月
十
五
日
は
「
七
五
三
」
で
し
た
。

三
歳
、
五
歳
‐
七
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
の

お
祝
い
で
、
生
後
発
育
が
心
配
さ
れ
た
子
ど

も
が
、
よ
く
こ
れ
ま
で
育
っ
て
く
れ
た
と
思

う
親
心
と
，
今
後
も
ど
う
か
丈
夫
で
い
い
子

に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
願
う
気
持
が
、

江
戸
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で

す
。

こ
の
行
事
の
起
こ
り
は
、
五
代
将
軍
綱
吉

の
子
、
徳
松
の
祝
い
が
始
ま
り
だ
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
時
代
は
変
っ
て
も
子
ど
も
を
思

う
親
心
は
変
り
ま
せ
ん
。

こ
と
し
の
「
七
五
三
」
は
＄
秋
晴
れ
の
好

天
気
に
恵
ま
れ
て
、
子
安
神
社
の
ご
出
社
し

た
春
日
児
童
公
園
は
、
着
飾
っ
た
お
子
さ
ん

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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報 （2）市 た はか ぎ(1 1月号）
一

卜
十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
日
、
第
三
回
市
民
表
彰
式
が
州

叩
市
長
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

昨
こ
れ
は
高
萩
市
制
珀
周
年
記
念
日
で
も
あ
り
、
明
る
く
住
み
州

‐
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
女
を
表
彰
す
旧

ｉ
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
ｎ
人
１
団
体
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
岬

い
り
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

高
堀
恭
さ
ん
（
別
）

一
市
民
表
彰
一
本
町
金
物
商

大
正
六
年
高
萩
商
業
組
合
幹

高
橋
キ
ヨ
さ
ん
（
師
）
事
に
就
任
し
て
十
年
間
、
組
合

下
手
綱
生
花
教
援
活
動
の
中
心
と
し
て
活
動
さ
れ

昭
和
三
十
年
‘
か
ら
池
坊
、
小
今
日
の
閥
工
会
組
織
の
基
撚
つ

原
流
の
生
花
教
授
と
し
て
女
子
く
り
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
な

の
教
育
に
努
め
ら
れ
、
昭
和
二
お
現
在
も
元
気
に
金
物
商
を
営

十
年
か
ら
現
在
も
な
お
、
松
岡
ん
で
い
ま
す
。

中
学
校
の
生
徒
に
生
花
を
教
え
金
沢
武
男
さ
ん
（
池
）

て
お
り
、
生
徒
の
情
操
教
育
に
中
戸
川
股
業

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
五
年
か
ら
民
生
委

勤
労
感
謝
の
日

蕊
錘

麹

高橋キヨさ ノィノさ
や
。
》
、背

可
山
川

Ｍ
ｎ
孝

古
司

一
ｒ
ｌ 金沢武男さ

蕊鰡蕊鰯溌鱗蕊鑪識欝

柴田知吉さん

零
》
》
》

こ
と
し
は
冊
人
１
団
体

鰯
韓
震
裳

潔
糊
溺
糎
騨
劉
垂

滝宗作さ人 宮田愛子さん

綴
員
と
し
て
、
山
間
地
帯
の
被
保

誰
・
要
保
護
世
帯
の
更
生
に
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和

四
十
年
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
結
成

し
、
山
間
老
人
の
福
祉
向
上
に

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

柴
田
知
吉
さ
ん
（
粥
）

本
町
畳
製
造
業

昭
和
三
十
年
地
域
納
税
者
に

呼
び
か
け
、
仲
町
一
・
二
納
税

貯
蓄
組
合
を
結
成
さ
れ
て
以
来

組
合
長
と
し
て
現
在
も
な
お
そ

の
指
導
と
運
営
に
努
力
さ
れ
、

市
の
自
治
発
展
に
尽
さ
れ
て
い

ま
す
。滝

宗
作
さ
ん
（
池
）

春
日
町
医
師

I;？■蕊
■⑨

＆

横山カツヲさん小堀捨吉さん斉藤啓三さん

職 昭
和
六
年
滝
川
医
院
を
開
業

さ
れ
て
以
来
、
地
域
住
民
の
医

療
に
専
念
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

昭
和
十
六
年
か
ら
は
、
警
察
嘱

託
医
と
し
て
昼
夜
を
分
か
た
ず

献
身
的
に
活
動
す
る
な
ど
、
市

民
の
健
康
保
持
と
治
安
維
持
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
田
愛
子
さ
ん
（
、
）

秋
山
無
職

昭
和
二
十
五
年
か
ら
六
年
間

市
婦
人
会
会
長
と
し
て
婦
人
の

地
位
向
上
の
た
め
に
努
め
ら
れ

昭
和
三
十
一
年
か
ら
農
協
婦
人

部
長
と
し
て
十
五
年
、
農
村
婦

人
の
健
康
管
理
の
重
要
性
を
提

唱
し
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ

ま
し
た
。

横
山
カ
ッ
ヲ
さ
ん
（
和
）

大
和
町
生
花
教
授

大
正
十
五
年
以
来
、
生
花
教

授
と
し
て
女
子
の
教
育
に
努
め

ら
れ
、
現
在
も
な
お
自
宅
お
よ

び
箕
輪
技
芸
学
院
で
生
花
の
教

授
に
励
ん
で
お
り
、
池
坊
職
位

最
高
と
も
い
わ
れ
る
「
総
花
督
」

も
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

》
市
民
ほ
う
賞
一

小
堀
捨
吉
さ
ん
（
鮪
）

鍵

椎名修さん 征矢勉さん

島
名
農
業

昭
和
四
十
一
年
肥
育
牛
組
合

を
結
成
し
、
そ
の
研
究
会
の
指

導
者
と
し
て
畜
産
業
の
振
興
に

努
力
さ
れ
、
肉
牛
な
ど
各
種
共

進
会
で
常
に
上
位
入
賞
す
る
な

ど
、
そ
の
技
術
、
経
営
は
他
の

範
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

斎
藤
啓
三
さ
ん
（
団
）

安
良
川
高
萩
郵
便
局

昭
和
十
二
年
高
萩
郵
便
局
に

集
配
手
と
し
て
就
職
以
来
三
十

六
年
、
誠
実
勤
勉
、
市
民
の
た

め
の
使
命
感
に
徹
し
集
配
業
務

に
専
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

椎
名
修
さ
ん
（
副
）

安
良
川
洋
服
仕
立
業

洋
服
店
を
開
店
以
来
、
身
体

障
害
者
六
人
を
雇
用
し
、
う
ち

五
人
を
独
立
さ
せ
る
な
ど
自
立

促
進
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
市
身

体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
会
長

と
し
て
そ
の
更
生
援
護
に
努
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

征
矢
勉
さ
ん
（
妃
）

本
町
洋
服
仕
立
業

昭
和
二
十
七
年
以
来
家
業
の

か
た
わ
ら
映
写
技
師
と
し
て
市

に
協
力
、
昭
和
三
十
四
年
に
教

育
委
員
会
の
隅
託
と
し
て
市
の

視
聴
覚
教
育
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
青
少
年
相

談
委
員
と
し
て
非
行
少
年
の
更

生
に
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

代
表
田
所
幸
男
さ
ん

常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
活

躍
さ
れ
、
公
民
館
に
図
書
、
市

内
環
境
美
化
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ヅ

ク
ス
、
老
人
い
こ
い
の
家
に
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
を
寄
付
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
行
為
は
市
民
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
叫
』
一
市
民

十
月
十
日
の
市
民
歩
く
会
に

は
じ
め
て
参
加
で
き
ま
し
た
こ

と
を
、
親
子
と
も
ど
も
う
れ
し

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

澄
み
渡
る
大
空
、
美
し
い
自

然
の
野
山
、
お
い
し
い
空
気
を

十
分
吸
い
な
が
ら
集
団
で
テ
ク

テ
ク
歩
く
た
の
し
い
体
育
の
日

何
よ
り
も
得
が
た
い
生
活
の
一

コ
マ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
を
今
後

も
な
お
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
予
算
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
今
年
の
よ
う
に
広
範
囲
の

市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
地

域
別
に
集
合
し
や
が
て
合
流
す

る
こ
と
を
、
来
年
も
来
々
年
も

企
画
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。ま

た
、
道
路
横
断
も
少
な
く

交
通
上
安
心
で
き
る
地
点
に
な

っ
た
ら
、
誰
に
で
も
す
ぐ
歌
え

る
ウ
タ
ニ
・
三
川
を
用
意
し
、

歌
い
な
が
ら
歩
き
、
合
流
地
で

は
一
川
ぐ
ら
い
合
唱
し
た
り
、

今
年
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
集
団
ゲ
ー
ム
な
ど
、
負
担

に
な
ら
ず
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

す
ご
せ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま

す
。
青
空
に
向
い
ゑ
ん
な
で
歌

う
こ
と
は
、
心
も
明
る
く
つ
か

れ
を
い
や
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
プ

ラ
ン
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

明
る
く
楽
し
い
体
育
の
日
‐

親
し
ま
れ
る
歩
く
会
の
企
画
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
、
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

ひとこ

市
民
歩
く
会

に
参
加
し
て
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(1 1月号）ぎは市報 た か（3）

《
｝
擁
》
永
鷺
を

九
月
三
十
日
、
県
営
競
技
場
で
開
か
れ
た
身

体
肺
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
あ
い
に
く
の

雨
棋
撤
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
気

あ
ふ
れ
る
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。
広
い
競

技
場
い
つ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
演
技
に
、
身
椰
の
障
害
を
克
服
し
て
生

き
ぬ
こ
う
と
す
る
、
人
間
の
姿
の
美
し
さ
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

選
び
ぬ
か
れ
た
匪
手
に
よ
っ
て
記
録
を
競

い
合
う
普
通
の
競
技
会
と
異
な
り
、
誰
も
が

憶
す
る
こ
と
な
く
参
加
し
て
、
真
剣
に
技
を

競
う
光
景
も
こ
の
大
会
な
ら
で
は
の
｝
一
と
で

し
よ
う
。
こ
と
に
全
盲
の
人
た
ち
が
、
鐘
の

音
を
た
よ
り
に
全
力
疾
走
し
・
コ
ー
ル
に
入
っ

て
か
ら
も
、
係
員
に
抱
き
と
め
ら
れ
る
ま
で

は
な
お
も
走
り
続
け
よ
う
と
す
る
姿
に
、
目

頭
が
熱
く
な
る
よ
う
な
感
動
を
覚
え
る
と
と

も
に
、
こ
の
人
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
ヱ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
目
だ
た
な
い
と
こ
ろ
で
社
会
を
さ

さ
え
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
参
加
し
た
十
三
人
の
代
表
も

そ
れ
ぞ
れ
善
戦
し
て
、
金
メ
タ
ル
五
佃
、
銀

メ
タ
ル
二
個
を
推
待
し
た
こ
と
も
喜
ば
し
い

こ
と
で
し
た
が
、
何
よ
り
も
大
き
な
収
穫
は

物
質
文
明
の
中
で
と
か
く
他
人
本
願
の
ひ
弱

な
現
代
社
会
の
中
で
、
染
ず
か
ら
障
害
を
乘

り
越
え
て
す
す
む
人
間
像
の
た
く
ま
し
さ
へ

の
感
動
と
、
苦
難
を
知
る
も
の
の
み
が
持
つ

心
の
触
れ
合
い
が
か
も
し
だ
す
明
る
い
会
場

の
ふ
ん
い
気
と
、
人
間
の
真
実
の
姿
の
美
し

さ
に
触
れ
た
こ
と
で
し
た
。

臨
峻
随
嗣
ド
ト
ー

癖

OL大会に300人が参加

秋晴れの11月3日の文化の日、第二回市民オリエンテーリ

ング大会が市営野球場を起点として開かれました。
このスポーツは、地図とコンパスを使って、 自然の山野に

設けられた地点を早く探し出し、早くゴールすることを競う
もので、家族ずれや学生など300人が、楽しみ､ながら田や林
の中をかけまわり汗を流していました。

紅葉の高萩へどうぞ
新宿で観光キャンペーン

市観光協会では、商工会、高萩駅と協力して、 10月7日新
宿の歩行者天国で、海の象えるダム・紅葉の渓谷と山の高萩
へどうぞと、はじめての観光キャンペーンを行ないました。

この日はあいにくの雨降りでしたが、用意したチラシ・し

いたけ2.000袋、 こんにゃく1．000袋、 きゅうり600本は一時
間でなくなるほどの盛況でした。

蕊:雲$ :蕊鋸謹附鐸

瀞

§
縄

“ 斑

ヨ

ゥ
牢
睦

交通広報車コンクールで優秀賞

10月24日「第9回交通安全県民大会」が開かれた、水戸市
の県民文化センター前で、 14市町村が参加して交通安全広報
車コンクールが行なわれました。

その結果、キカイダーを飾り 「酒飲み悪質運転者を地球か
ら追放」の看板をつけた本市の広報車が、企画、装飾、放送

ともにすぐ･れていると、優秀賞に選ばれ県知事から表彰され
ました。

第二回の消費生活展

市では県と協力して、第二回染んなの消賀生活展を10月6
7日の両日、高萩市中央公民館で開催、主婦や女学生のみな
さんでにぎわいたいへん好評でした。

「商品はゑかけだけでは解らないものですね、 もっとかしこ

い消費者にならないと．…．．」 「このような場をもっとつくっ
てほしい」などの声が聞かれました。

’
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市 報 た か は
主器

さ （4）（1 1月号）

’

「まちを
－きれいにするために

「小児ﾏﾋ生ﾜｸの投与可
一該当者は忘れずに－

’

シごみの持ち出す日と時間を守ろう

ご糸を集める自動車の作業開始は午前

八時です。みなさんは、その日の朝集積

所まで持ち出してください。前日に出す

ことはやめましょう。

し集積所は清潔に

収集後こまかいごみが散らかつて、不

潔になっているときがあります。その集

積所利用者で当番をつくるなど渭扣にご

協力ください。

伝燃えないゴミの出しかた

燃えないゴミには、表に④とマジック

などで書いてください。袋やその他ダン

ポールに入らないものは、束にして2カ

所以上をきつく縛ってください。

し燃えるゴミも燃えないゴミも

1個の袋をあまり大きくしたり、重く

したりしないよう （車に載せるときやぶ

れやすい）数個に分けてください。

また、建築廃材類は各自搬入してくだ

さい。

（高萩市及十王町衛生組合）

燃えないゴミの収集日

（12． 1月）

別表日程で経口ポリオワクチンの投与

を行ないます｡．かわいいお子さんを恐し

い小児マヒから守るため忘れずに。

該当者は昭和47年8月1日から48年1月

31日 （2回目） 、 48年2月1日から同7月31

日（1回目)までに生まれた乳幼児です。

料金は無料です。

投与を受ける日は、母子手帳、問診票

を必らず持参し、体温を忘れずに計って

きてください。

まだ投与を受けていない幼児は、当日

受付に申し出てください。

お問い合せは、市衛生課へどうぞ。

（電話3-2111内線288番）

し年賀状は12月15日から受付け

年賀状は早目に書いて、元日には先方

に届くよう遅くとも12月22日までにお出

しください。

し小包は12月15日までに

年末には、贈答用を中心として多量の

小包が差し出されます。郵政省では、 こ

れに備えて臨時の局員や要員、運送役を

ふやしていますが、年末押しせまってか

ら集中的に差し出されますと、こみあい

日数がかかります。また、年賀郵便物の

処理とも重なり年内の配達が困難になり

ます。ぜひ早目に、遅くとも12月15日ま

でにお出しください。

し年賀状には郵便番号をお忘れなく

（高萩郵便局）

禦蕊蕊蕊
地 域 別

秋山、島名、北方

大能、中戸川、福平、若栗

上君田､下君田､峨川

高浜町、東本町

有明町、肥前町

安良川

本町、春日町、大和町

駒木原、高萩炭砿、石沌
高戸、行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜

12月’ 1月

17 5．18

齢:;:
7．21 7．22

6．22 8．24

8．2410．26

10．2511．25

11．2612．27

12．2917．29

○一般市民相談毎日市民相談室

，市政に対する苦情｡要望｡意見など

○行政相談1月10日（木）午後1時から

3時まで市民相談室

国や県･市に対する苦情など

○交通事故相談 12月12日（水）午前10

時から午後4時まで中央公民館

交通事故専門の相談

○厚生年金相談12月12日（水）午前10

時から午後4時まで市商工会館

厚生年金･国民年金に関する相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

12 し人お

｢昭和49年新年名刺交換会_1
－申し込みは12月20日までに一

昭和49年の新年名刺交換会を開催しま

すので、参加希望者は、はがきに住所、

氏名、職業をお書きのうえお申し込朶く

ださい。

とき昭和49年1月4日（金）午前11時

ところ高萩市中央公民館

会費 500円（当日お支払いください）

申し込み先高萩市役所市長室

申し込みしめきり 昭和48年12月20日

｢年雰の郵便ご利閑に即
ご協力ください－

例年12月になると郵便物が急激にふえ

ますので、特に次の点につし､てご協力を

呼びかけています。
■ lI I U I [l d bh I I ､ ﾛ I I1 I1 d Il I ﾛ ﾛ DI I川1 111 ﾛ '〔1 1 卜., F l l q UlⅡI D, 11 1 '､ U I l ﾛｫbl lnⅡ q UI l l D41 1 I ILp ' 1 1｣ ﾛﾛ.q Il l Ⅱ D DIいち

芸 三

言 市の人口と世帯数 ＝
皇 ミ
ミ 11月1日現在 前月比 皇

二 人口 30． 196人 （増56） デ
ー

三

芝 男 14． 861人 （増30）更
三 三

三 女 15． 335人 （増26）三
三

三世帯 8．078世帯〔増28） 字
－111I ﾛ･GB1 ,.. . 1Ⅱ' ﾛq I I↓I pU I1 I U‘ U I I lU.. ､ '' ' ' 0州I D‘ Ⅱ『I ﾛ 1 1 1｣ .. , II I U ,‘ 1 1 1 ,00 1 【 ｢ﾛ ' 1 1 1, .｣ l l I hI I lI U dU II l Ⅱ41 1 11Ⅱ,

二

、おわびq

市報11月号の発行が、たいへん遅れた

ことをおわびいたします。

ただいま市報発行の方法や、みなさん

がたのご家庭に早くお届けするのにはど

うしらよいかなど、いろいろ検討中です

ので、ご要望やご意見がありましたら市

民相談室（電話3-2111内線233番）へお

寄せくださるようお願いし､たします。

-712-

ところ

高浜集会所

高萩保健所

横川小学校

下君田小学校

上君田小学校

若栗公民館

大能公民館

中戸川公民館

秋山小学校

松岡小学校

中央公民館
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